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－
１
年
間
の
主
な
取
組
－

　

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
る

と
、
民
間
出
身
者
と
し
て
、
初

め
て
市
政
運
営
に
携
わ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
、
市
政
の
課
題
・

懸
案
事
項
を
把
握
す
る
た
め
、

各
部
各
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

や
一
般
職
員
と
の
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
課
長
補
佐
級
以
上

に
よ
る
意
見
交
換
会
な
ど
を
通

じ
て
、
職
員
と
の
交
流
を
行
い
、

職
員
の
生
の
声
を
直
接
聞
く
こ

と
で
、
意
思
の
疎
通
や
理
念
の

共
有
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
が
行
政
に
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る

た
め
、
市
内
14
か
所
で
、「
市
長

と
語
る
車
座
会
議
」
を
開
催
し
、

市
民
の
意
見
等
の
集
約
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

交
通
政
策
や
道
路
等
の
、
生
活

基
盤
の
整
備
な
ど
を
求
め
る
声

な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
旧
３
町
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、

　

２
月
24
日
開
会
の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
本
会
議
で
、
嶋
田
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本
方
針

と
な
る
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
鹿
屋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

       ～市民の「知恵とアイデア」を結集した～

“元気な「かのや」づくり”に向けて
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施政方針施政方針

「
地
域
再
生
会
議
」
を
総
合
支
所

に
設
置
し
、
主
体
的
な
協
議
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け

た
事
業
展
開
へ
の
取
組
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
産
業
や
市
民
生
活

分
野
等
の
新
た
な
取
組
に
つ
い

て
市
民
の
意
見
等
を
把
握
す
る

「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
会
議
」

に
つ
い
て
は
、「
街
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
３

月
下
旬
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
厳
し
い
財
政
環
境
の

中
で
、
中
長
期
的
に
健
全
財
政

を
維
持
す
る
た
め
、 「
第
２
次
行

政
経
営
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

市
民
目
線
で
事
業
の
総
点
検
を

行
う
「
外
部
仕
分
け
」
の
実
施

や
職
員
の
定
数
や
給
与
の
適
正

化
な
ど
、
人
件
費
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
宮
崎
県
に
お
い
て
口

蹄
疫
が
発
生
し
、
被
害
の
拡
大

を
大
変
心
配
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
が
一

体
と
な
っ
た
防
疫
対
策
に
よ
り
、

幸
い
に
も
、
大
隅
地
域
へ
の
侵

入
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
口
蹄

疫
に
加
え
、
景
気
低
迷
に
よ
る

影
響
も
重
な
り
、
地
域
経
済
が

さ
ら
に
疲
弊
し
た
た
め
、
市
民

や
畜
産
農
家
・
商
工
業
者
等
に

向
け
た
活
性
化
策
と
し
て
、
鹿

屋
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
た

「
元
気
な
か
の
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
の
発
行
や
、
肉
用
牛
の

平
均
売
買
価
格
と
基
準
価
格
と

の
差
額
補
償
補
填
、
経
営
運
転

資
金
へ
の
利
子
補
給
な
ど
の
経

済
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
小
学
生
ま
で
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
大
隅
地
域
３

市
５
町
の
夜
間
に
お
け
る
初
期

救
急
医
療
体
制
の
確
立
に
向

け
、「
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン

タ
ー
」
の
整
備
に
着
手
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
笑
顔
に
満
ち
た
楽
し

い
給
食
時
間
の
実
現
」
を
目
指

し
て
、食
育
の
推
進
、食
の
安
全
・

安
心
の
確
保
、
食
材
の
地
産
地

消
の
推
進
を
図
る
た
め
「
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
供
用

開
始
す
る
と
と
も
に
、
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
数
が
減
少
す

る
中
で
、
学
校
規
模
の
適
正
化

（
学
校
再
編
）
に
取
り
組
み
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
、
交
流
人
口
の
増
加
促

進
の
取
組
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、

本
市
の
知
的
財
産
で
も
あ
る
鹿

屋
体
育
大
学
と
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
産
業
振
興
等
を
強
化
す

る
た
め
、
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

そ
の
第
一
弾
の
取
組
と
し
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
実
施
し
、
５
球
団

12
人
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
自
主

ト
レ
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、
地
域
と
し
て

の
受
け
皿
体
制
を
整
え
な
が
ら
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
・
実
業
団
・

大
学
等
の
合
宿
の
誘
致
な
ど
に

よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
よ
る

活
性
化
へ
向
け
た
取
組
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
市
天
神
で
「
か

の
や
よ
か
と
こ
フ
ェ
ア
in
福
岡
」

を
開
催
し
、
私
自
ら
先
頭
に
立

ち
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
に

よ
る
観
光
客
の
誘
致
や
、
本
市

の
資
源
で
あ
る
食
や
農
林
水
産

物
、
か
の
や
ば
ら
園
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

－
時
代
認
識
－

　

我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢
は
、

依
然
と
し
て
デ
フ
レ
か
ら
抜
け

ら
れ
な
い
「
失
わ
れ
た
20
年
」

と
も
言
わ
れ
る
長
期
的
な
経
済

低
迷
が
続
い
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
る
社
会
構
造
の

大
き
な
変
化
に
伴
い
、
一
層
、

不
透
明
な
状
況
で
あ
り
、
経
済

や
社
会
保
障
制
度
な
ど
に
対
す

る
将
来
不
安
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
の
２

月
、
月
例
経
済
報
告
で
は
、「
景

気
は
、
持
ち
直
し
に
向
け
た
動

き
が
み
ら
れ
、
足
踏
み
状
態
を

脱
し
つ
つ
あ
る
」
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
の
平
成
23
年
度

予
算
案
で
は
、
前
年
度
と
同
様
、

国
債
発
行
額
が
税
収
額
を
上
回

り
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
平

成
23
年
度
末
の
長
期
債
務
残
高

も
、
８
９
２
兆
円
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

１
８
４
％
）
と
見
込
ま
れ
、
危

機
的
状
況
が
今
も
続
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、昨
年
11
月
に
、政
府
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
る
貿
易

自
由
化
へ
の
方
針
を
示
し
ま
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
関
税

撤
廃
は
、
国
内
の
農
畜
産
物
は

も
と
よ
り
、
地
域
経
済
に
大
打

撃
を
与
え
る
可
能
性
が
非
常
に

高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
方
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
長
引
く

景
気
低
迷
に
よ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
、
企
業
業
績
や
雇
用
情

勢
の
悪
化
に
よ
る
、
社
会
的･

経
済
的
不
安
が
増
し
て
い
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎

化
の
進
行
な
ど
、
人
口
減
少
時

代
へ
の
早
急
な
地
域
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
度
成
長
期
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
施
設
・

道
路
・
橋
梁
等
、
社
会
資
本
全

体
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
な
ど
、

行
政
需
要
も
年
々
増
加
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
食
料
自
給

率
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
約

４
割
と
先
進
国
で
は
突
出
し
て

低
く
、
世
界
の
食
糧
事
情
が
悪

化
す
れ
ば
、
必
要
量
の
確
保
が

難
し
く
な
り
、
将
来
の
食
料
不

足
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
国
内
有
数
の
食
料
供

給
基
地
と
し
て
、
本
地
域
の
果

た
す
役
割
は
大
き
く
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
基
軸
と
し
た
、

第
１
次
産
業
の
振
興
へ
の
取
組

が
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
３
月
12
日
の
、
九

州
新
幹
線
全
線
開
業
に
よ
り
、

博
多
〜
鹿
児
島
中
央
間
が
１
時

間
19
分
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
観
光

や
流
通
な
ど
の
大
き
な
経
済
効

果
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
効
果
を
引
き
込
む
た
め
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
積
極
的

な
誘
客
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

－　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢　

　

私
は
、
こ
の
よ
う
に
不
透
明

で
厳
し
い
、
変
革
の
時
代
の
中

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
何
よ
り
も

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
施

策
を
優
先
し
な
が
ら
、
地
域
の

資
源
や
特
性
を
生
か
し
た
「
食
」

と
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

民
や
行
政
な
ど
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

▲　元気なかのやプレミアム商品券

▲　ランチミーティング

▲　地域再生会議
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